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早期解決を求める
第２次署名を
  服部市長に提出

八千代医療センターの常勤医不在・休診問題の早期解決を

八千代市が１００億円を投資して東京女子医大
を誘致し、八千代医療センターが創設されてから
１８年。順調に運営されてきましたが、創業一族
の岩本絹子氏が２０１９年から本院の理事長にな
ってから医師や看護師の大量離職が続きました。
　原因は、これまで市民が主役の会が繰り返し
訴えてきたように、岩本理事長と理事会による
営利主義と、過剰労働や異論を唱える職員への
パワハラ、降格、減給などの強権支配によるも
のでした。

　事態は本院に留まらず傘下の八千代医療セン
ターにも波及しました。この４年間は内科系５科
の常勤医不在と休診などによって診療崩壊に向
かうものでした。その証拠に延べ患者数は２０１９
年の２７万人台から２０２３年には１８万人台と９万
人も減少しており、明らかな患者離れを起こし
ています。昨年度決算でも２０億円の赤字を計上
しています。しかし、八千代医療センターは地
域医療の中核としての役割果たさなければなり
ません。

　これまで、大学卒業生や大学教授らによる岩
本理事長の背任・横領疑惑への刑事告発や、推
薦入試での不当な寄付金受領、架空人件費問題
などで大学や理事長自宅への警察による家宅捜
査など、凡そ闇の金にまつわる数々の事件につ
いて、８月に公表された第三者委員会の報告書
では「理事長としての適格性に疑問」と批判さ
れ、辞職勧告しました。さらには８月７日、臨

時理事会が開かれ、ついに岩本理事長を理事長
職から解任したのです。また、岩本理事長のイ
エスマン集団であった理事全員も辞任しました。
これに伴い、１２月から元内閣府審議官の清水
治氏が新理事長に就任。理事であった八千代医
療センターの新井田院長も辞任。副院長だった
片桐聡氏（消火器外科）が八千代医療センター
院長に就任しましたが問題はこれからです。

　八千代医療センター問題は３年前から続いて
います。市民が主役の会はこの問題にいち早く
取り組み、同問題の議会質問を行っている八千
代市議会議員とも連携しつつ、地域での学習会
や宣伝行動、そして署名運動も展開してきまし
た。ここにきて改善に向けた情勢の変化も起き
ていますが、市民が主役の会の取り組みも、そ
の一端を担ってきました。市民の声である署名

運動では３５６８筆を集め、１２月１１日には
市長交渉を行いました。席上で服部市長は「新
理事長に交渉する」と明言していますので、言
葉だけでなく、即時に動く
ことが必要です。本年５月
には市長選挙が控えていま
すが、任期中に宿題を残さな
いことが求められています。
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八千代医療センターは地域医療の中核病院としての役割を果たせ
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